
件

名 

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
の
継
続
・
改
善
に
関
す
る
陳
情 

提

出

者 
住

所

氏

名 

江
東
区
門
前
仲
町
一
丁
目
二
十
番
三
号 

東
京
建
設
自
労
会
館
七
階 

 

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
東
京
都
本
部 

 

代
表
者 

赤
羽
目 
 

寛 
受
理
年
月
日 

平
成
十
六
年
五
月
十
一
日 

受
理
番
号 

第
八
号 

 
 

要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 

 

左
記
事
項
に
つ
い
て
、
政
府
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

一 

現
在
、
実
施
し
て
い
る
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
を
、
二
〇
〇
五
年
度
（
平
成
十
七
年
度
）
以
降
も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
。 

二 

継
続
に
あ
た
っ
て
は
、
失
業
者
の
就
労
に
役
立
つ
よ
う
、
実
施
要
綱
や
運
用
方
法
な
ど
、
実
施
主
体
で
あ
る
地
方
自
治
体
が
運
用
し
や
す
い

よ
う
改
善
す
る
こ
と
。 

 

（
理 

由
） 

長
引
く
不
況
の
も
と
で
、
雇
用
・
生
活
不
安
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、
連
続
し
て
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
給

付
削
減
と
負
担
増
に
よ
っ
て
、「
生
活
が
苦
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
が
急
増
し
、
自
殺
者
は
一
年
間
で
三
万
人
、
一
日
百
人
以
上
に
も
上
っ
て
い

ま
す
。 

こ
う
し
た
中
で
、
失
業
者
の
就
労
対
策
事
業
と
し
て
、
政
府
は
一
九
九
九
年
か
ら
三
年
間
、
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
（
二
千
億
円
）
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
地
方
議
会
で
の
意
見
書
採
択
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
緊
急
地
域
雇
用
創

出
特
別
交
付
金
（
三
千
五
百
億
円
、
補
正
で
四
百
億
円
追
加
、
以
下
交
付
金
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
交
付
金
は
、
雇
用
期
間
が
六
か
月
で
、
予
算
額
が
少
額
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
弱
点
を
持
ち
な
が
ら
も
、
政
府
が
実
施
し
て
き
た
数
あ
る
雇

用
対
策
の
中
で
唯
一
実
績
を
上
げ
、
失
業
者
の
つ
な
ぎ
就
労
と
し
て
の
役
割
を
不
十
分
な
が
ら
も
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
五
年
三
月

に
終
了
し
、
政
府
は
、
そ
の
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
明
確
な
方
向
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。 



 

交
付
金
事
業
を
最
初
に
実
施
し
た
一
九
九
九
年
の
完
全
失
業
率
は
四
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
し
た
が
、
現
在
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
台
、
完
全
失
業
者
は

三
百
五
十
万
人
以
上
に
上
り
、
雇
用
・
失
業
情
勢
が
好
転
す
る
状
況
に
は
な
く
、
今
後
、
一
層
悪
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
右
事
項
の
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

以 
 

上 

 


